
 

新カテゴリ「GOVERNMENT」オープニングセッションに、官と民の共創で新しい未来をつくる最前線の

実践者が大集結！社会課題が複雑化・高度化し、自治体単独での解決が困難となる中、この克服に向けて、

民間企業のビジネス機会を捉えた官民共創の取組が広がっています。本セッションでは、自治体、民間企

業、中間支援組織といった多様な領域で活躍し、政策形成もリードするフロントランナーが、官と民との垣

根を超えた共創の現在地と未来図を議論し、新しい社会づくりのヒントを探ります。（主催：札幌市） 

https://no-maps.jp/program/2025/government/111100/ 

 

 

官民共創を PoC（実証）で終わらせず、いかに社会実装や事業化へとつなげていくかースタートアップと自

治体が共創によって描く「出口戦略」に焦点をあて、課題解決と事業成長の両立を目指すための実践例や

工夫、直面する課題を共有します。一過性に終わらない、持続可能な共創のヒントを探ります。 

（主催：札幌市） https://no-maps.jp/2005/government/111220/ 

別紙 

https://no-maps.jp/program/2025/government/111100/
https://no-maps.jp/2005/government/111220/


 

社会課題に対して解決手段が分からない行政と、解決手段はあっても社会課題があるのかが分からない

企業。両者はまさにコインの裏と表の関係。問題は行政と企業の出合い方にあります。官民共創の現在と未

来、どのように成功に導くのか、他自治体の事例も交えつつ、わかりやすく解説していきます。 

https://no-maps.jp/2025/program/2025gov04 

 

 

日々の業務の中で感じている課題が、行政と企業のオープンイノベーション（官民共創）でどのように解決

できるのかをグループで考える、アイデア出しのワークショップです。官民共創について何も知らない方

も、終わった後にはイメージが湧き、はじめの一歩に繋げられるワークショップで、昨年度より約 200自治

体の皆さまにご参加いただいている人気ワークショップが北海道で受けられます。 

https://no-maps.jp/2025/government/11/1430/ 

※自治体職員限定、事前申込制です。お申し込みは以下のリンク先よりお願いします。
https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=8UXaNizdH02vE1q-

RrmZIYxo28fAMepDsL_5ri4aey1UQ1JUSjRIRFNYWlFNQjFTMTc3S0lBT0ZZNC4u&fbclid=IwY2xjawLCQAZleHRuA2FlbQIxMABicmlkETEyRHg4OExRZkxxSFVROWdQAR6iWnu434_c6uTH7KG-4jP-i3onHnj-

lqlW2Kjg8R8iG0VjN2YF1DpjmR0htQ_aem_rSAevYCyDpkX7JycQUJGXw 

https://no-maps.jp/2025/program/2025gov04
https://no-maps.jp/2025/government/11/1430/
https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=8UXaNizdH02vE1q-RrmZIYxo28fAMepDsL_5ri4aey1UQ1JUSjRIRFNYWlFNQjFTMTc3S0lBT0ZZNC4u&fbclid=IwY2xjawLCQAZleHRuA2FlbQIxMABicmlkETEyRHg4OExRZkxxSFVROWdQAR6iWnu434_c6uTH7KG-4jP-i3onHnj-lqlW2Kjg8R8iG0VjN2YF1DpjmR0htQ_aem_rSAevYCyDpkX7JycQUJGXw
https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=8UXaNizdH02vE1q-RrmZIYxo28fAMepDsL_5ri4aey1UQ1JUSjRIRFNYWlFNQjFTMTc3S0lBT0ZZNC4u&fbclid=IwY2xjawLCQAZleHRuA2FlbQIxMABicmlkETEyRHg4OExRZkxxSFVROWdQAR6iWnu434_c6uTH7KG-4jP-i3onHnj-lqlW2Kjg8R8iG0VjN2YF1DpjmR0htQ_aem_rSAevYCyDpkX7JycQUJGXw
https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=8UXaNizdH02vE1q-RrmZIYxo28fAMepDsL_5ri4aey1UQ1JUSjRIRFNYWlFNQjFTMTc3S0lBT0ZZNC4u&fbclid=IwY2xjawLCQAZleHRuA2FlbQIxMABicmlkETEyRHg4OExRZkxxSFVROWdQAR6iWnu434_c6uTH7KG-4jP-i3onHnj-lqlW2Kjg8R8iG0VjN2YF1DpjmR0htQ_aem_rSAevYCyDpkX7JycQUJGXw


 

デジタル技術によって住民と地域機能の連携が大きく変わります。ダイナミックに変革する社会の中で、い

かに地方創生を加速させるのか。鍵となる「官民共創」と「広域連携」を軸に、プロトタイプ政策研究所の専

門家たちが、新たな統治システムのあり方をマップします。(主催：札幌市) 

https://no-maps.jp/2025/government/121000/ 

 

 

地域行政の現場では、理想だけでは動かせない「現実」がある。本セッションでは、官民連携を担う政令指

定都市の現役職員たちが登壇。それぞれの地域で直面した壁や、越境する意志によって見出した突破口、

官と民をどうつないできたかを語る。都市間で共通する課題や地域ごとの違いを通して、共感から始まる

協働の可能性を探る、実践的なセッション。(主催：札幌市) 

https://no-maps.jp/2025/government/121100/ 

 

https://no-maps.jp/2025/government/121000/
https://no-maps.jp/2025/government/121100/


 

「公務員らしく働きましょう」と誰もが一度は言われたことがあるセリフですが、いったい公務員らしいとは

何なのでしょう。このセッションでは、様々な働き方を実践している自治体職員の事例にフォーカスします。

行政職員でありながら行政外で官民連携を進めている事例や、行政職員であることすら前に出さずに地域

貢献に努める事例などの様々な事例から、未来の「行政職員の働き方」を一緒に考えましょう。 

https://no-maps.jp/2025/government/121240/ 

 

 

課題先進地である北海道では、地域課題の解決に向けた実証と実装が急務です。北海道庁 DX推進課で

は、未来技術を持つ企業と道内市町村をつなぐ「ほっかいどう DX促進事業」を展開し、実証支援やピッチ

イベント「UPDATE179」を通じてマッチングを推進しています。本セッションでは標津町とソフトバンクに

よる寒冷地ドローン実証の事例を通じて、地域課題に挑むプレイヤーのリアルを共有します。 

https://no-maps.jp/2025/government/121340/ 

https://no-maps.jp/2025/government/121240/
https://no-maps.jp/2025/government/121340/


 

自治体が直面する人手不足などの地域課題に対し、スポットワークの可能性を追求。新たな雇用創出、潜在

労働力の喚起など、ウェルビーイングな地域づくりのヒントがここにあります。 

https://no-maps.jp/2025/government/121540/ 

 

 

企業と自治体、それぞれの地域課題とまちづくりへの思いを共有し、「人を呼ぶ」まちづくりへ。さっぽろま

ちづくりパートナー企業とさっぽろ連携中枢都市圏の市町村による、それぞれの取組実践例の共有と、そ

こからつながる今後のまちづくりについてのセッション。複雑化する課題への対応など、ひとつの自治体の

みでは完結が難しくなっているまちづくりについて、多様な連携の可能性を探ります。 

https://no-maps.jp/2025/government/121600/ 

 

https://no-maps.jp/2025/government/121540/
https://no-maps.jp/2025/government/121600/


 

札幌市立大学理事長であり、はこだて未来大学発ベンチャー「未来シェア」の立ち上げメンバーでもある中

島氏と、札幌市立大学発ベンチャー「かんごぷらす」代表の中田氏をゲストにお呼びして、産官学の連携に

より地域課題解決を進めるための鍵を探ります。 

・大学の研究者がなぜ会社を設立して、事業をはじめたのか？ 

・地域における大学発ベンチャーの役割 

・札幌市と函館市で、実際にベンチャーと行政がどのように連携できたか？ 

など、「産官学の共創」をテーマとしたパネルトークを予定。 

本セッションは 

・行政やまちづくり会社の立場で、官民連携事業に取り組む方 

・スタートアップとの共創に興味がある民間企業の方 

・研究の事業化に興味がある研究者/大学関係者の方 

・地域におけるMaaS（Mobility as a Service）や福祉・医療サービスに関心がある方 

などに、特におすすめです！ 

https://no-maps.jp/2025/government/121710/ 

 

その他 NoMaps全体のプログラムについては以下のリンクをご参照ください。 

https://no-maps.jp/2025 

 

＜NoMaps GOVERNMENTに関するお問い合わせ先＞ 

カントミント株式会社(中本) y.nakamoto@kantominto.com 

 

https://no-maps.jp/2025/government/121710/
https://no-maps.jp/2025
mailto:y.nakamoto@kantominto.com

